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成熟度診断の実施効果海外ガバナンス成熟度診断とは

｢グループ経営管理｣を見つめ直してみませんか
グループ経営管理がうまく行われていないが、問題の所在や要因が明確にならず、1つ解決してもすぐに新たな｢何か｣が発生してしまう

 グループルールがなく、子会社の独自解釈を許している
 子会社への支援を本社の役割として認識していない

 親会社による子会社管理の｢足りないところ｣を
補うために子会社サポートに時間が取られる

 グループ内での位置付けが不明確なため、
何かアクションを起こしても空回りに終わる

 グループルールがなく、子会社の独自判断で業務を行っている
 間接人員が極度に少なく、必要な管理業務を行えない
 スペシャリストの不在によりコンプライアンスに不安がある
 日常業務に追われ、｢攻め｣のガバナンスができていない

課題

グループ全体、各階層（各社）、各機能（部門）のガバナ
ンス状況を網羅的に診断。
診断はグループガバナンスの一般論だけでなく、デジ
タルや地政学リスクといったトレンドを踏まえた実務
的な観点にて実施します。

診断を通じて課題の所在と内容を見える化。
それにより、取るべき打ち手を明確化し、重要度や
影響範囲を踏まえた効率的な対応が可能となります。

成果物全体像
グループ全体の診断と子会社（統轄会社）個別の診断を
実施し、課題を一覧化。
抽出された課題と傾向から、本質的な問題と取るべき
対応を分析し、今後の取組みについて提案します。
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診断の3つのポイント
グローバル多国籍
企業の先進事例や
昨今の企業を取り
巻く重大リスクを
ベースに評価項目
を選定

要素別に現状を診断 プロセス／制度の整備
（文書化）、運用（制
度化、定期運用化）、
モニタリングの実施
状況を確認し、段階
別に評価を実施
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課題の所在と重要度、あるべき管理
とのギャップ、要因となっている機
能を特定することにより、取るべき
｢打ち手｣を明確化します。

診断を通じてグループ内の各所で顕在
化している課題が、特定の子会社や部
署に限定したものか、地域的なものか、
全社に共通したものかを判定し、どの
機能が改善することで課題を克服でき
るかを明らかにします。

標準化の進んでいない業務や実施し
ていない管理、モニタリングの不足
などを網羅的に把握することで、
課題の所在と深刻さを｢見える化｣
します。

KPMGの知見に基づく、｢あるべき管理｣
の姿（ベストプラクティス）と比べるこ
とで、自社の管理状況が他社と比較し
た場合にどのような状況であるかを、
客観的なものさしで｢見える化｣し、自
社の｢立ち位置｣を明らかにします。
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具体的な進め方
調査手法や詳細な項目を確認後、ヒアリング・調査票
を用いて調査を実施。
その診断結果に基づいて今後の海外子会社管理におけ
る対応および取組み施策に関して検討します。

海外子会社がなかなか言う事を聞かない！

何をやっているのか実態がまったくわからない！

現地の最新リスクに子会社が対応できているか不安！

 診断項目および調査方法の確定
（ヒアリング要否、領域別の診断
項目など詳細要件の最終確認）

 資料の入手
 調査票・ヒアリングシートの準備

状況診断シート
（各種調査票、
ヒアリング
シート）

Step1
各種準備

Step3
改善ポイント
特定

Step2
状況把握

Step4
改善施策案
策定

2-3週間程度

2-3週間程度

3-4週間程度

 調査票・資料・ヒアリングを基と
した調査実施

 調査結果のとりまとめ
 課題の抽出および各対応案の検討

 調査結果を基とした、今後の取組
み施策の検討（海外子会社マネジ
メントブック※への反映事項、そ
の他の取組みでの対応事項、優先
度など）

調査結果
（速報）

Step4完了時
に下記を納品
予定

調査結果
レポート

調査結果を
基にした今後
の取組みに
関する提案

※海外拠点運営ノウハウを集約し経営感度の向上を図る目的で作成されるハンドブック

課題課題

本社からの指示が曖昧で子会社にうまく展開できない！

子会社の課題がいくら言っても解決しない！

グループルールがなく、子会社に｢あるべき姿｣を示せない！

専門知識がなく、どのように答えればよいのかわからない！

潤沢な管理部員を抱えることができない！

本社対応が忙しく、事業活動に注力できない！

海外子会社本社 統轄会社

調査結果レポート
（課題一覧表・サマリ・対応ロードマップ）


